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大分県建設工事検査規程 

 
（趣旨） 
第１条 この規程は、土木建築部及び農林水産部において施工する建設工事（以下「工事」

という。）の検査の実施について、地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）及び大分

県契約事務規則（昭和３９年大分県規則第２２号。以下「規則」という。）に定めるものの

ほか、必要な事項を定めるものとする。 
 
（検査の種類） 
第２条 検査の種類は、完成検査、出来形確認（部分払、部分引渡し又は債務負担行為に係

る契約における各会計年度の支払限度額に対応する出来高予定額の確認のための出来形部

分の確認をいう。）及び中間検査とする。 
（令５訓令甲１・一部改正） 

 
（検査員） 
第３条 検査は、契約担当者（規則第１５条第１項の規定による検査の依頼をする場合にお

いては、土木建築部建設政策課工事検査室長（以下「工事検査室長」という。）。以下「契

約担当者等」という。）が命じる職員が行う。 
（令５訓令甲１・一部改正） 
 

（検査の立会い） 
第４条 検査を実施するときは、受注者（法人の場合にあっては、その代表者。以下同じ。）

又は現場代理人のほか、主任技術者等（主任技術者又は監理技術者その他必要な専門技術

者をいう。以下同じ。）を立ち会わせるものとする。 
（平２３訓令甲１５・一部改正） 
 

（検査の方法） 
第５条 検査員は、工事が、その契約書及び設計図書（別冊の図面、仕様書、現場説明書及

び現場説明に対する質問回答書をいう。以下同じ。）に基づき適正に施工されたかどうかを、

当該工事の施工体制、施工状況、出来形及び出来ばえについて厳正かつ公平に検査を行わ

なければならない。 
 
（検査の中止） 
第６条 検査員は、検査の実施に当たり、次の各号のいずれかに該当するときは、検査を中

止するとともに、直ちに検査を命じた契約担当者等にその旨を報告し、その指示を受ける

ものとする。検査員は、検査の実施に当たり、次の各号のいずれかに該当するときは、検

査を中止するとともに、直ちに検査を命じた工事検査室長等にその旨を報告し、その指示

を受けるものとする。 



１ 受注者又は現場代理人及び主任技術者等が検査員の指示に従わず、検査の実施が困難で

あるとき。 
２ 工事の施工状況が設計図書と著しく相違し、検査の実施が困難であるとき。 
３ 前２号に規定するもののほか、検査することが不適当と認めるとき。 

（平２３訓令甲１５・一部改正） 
（令５訓令甲１・一部改正） 
 

（検査結果の処理） 
第７条 検査員は、検査を行ったときは、規則に定める検査調書を作成し、契約担当者に交

付するものとする。 
２ 工事検査室長が検査員を任命したときは、前項の規定による検査調書の交付は、工事検

査室長を経由して行うものとする。 
（令５訓令甲１・一部改正） 
 

（修補の終了検査） 
第８条 修補の終了に係る検査については、第４条から前条までの規定を準用する。 
 
（検査の復命） 
第９条 検査員は、第７条第１項（前条において準用する場合を含む。）の規定により検査調

書を交付したときは、速やかに検査を命じた契約担当者等に復命しなければならない。 
（令５訓令甲１・一部改正） 

 
（建設工事検査委員会） 
第１０条 検査員による検査の結果、工事目的物又は出来形部分が契約書及び設計図書に適

合しないと認められる場合において、契約担当者の求めに応じ、当該工事について講ずべ

き修補等の措置に関し審議を行うため、土木建築部に建設工事検査委員会（以下「委員会」

という。）を置く。 
２ 委員会の組織、運営その他必要な事項は、土木建築部長が別に定める。 

（令５訓令甲１・一部改正） 
 
（委任） 
第１１条 この規程に定めるもののほか、検査の実施について必要な事項は、土木建築部長

が別に定める。 
 

附 則 
この訓令は、公示の日から施行する。 

附 則（平成２３年訓令甲第１５号） 
この訓令は、公示の日から施行する。 

附 則（令和５年訓令甲第１号）  
この訓令は、令和５年４月１日から施行する。 


